
組立て部品 使用ボルト

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
この電話台は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

ネットワーク機器収納電話台(100-DESK066シリーズ)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、プラスチックハンマー

総耐荷重　30kg

タッピングボルト×12本〔3×12〕

側板に締付け円盤を取付けます。1 側板にピンとマグネットを取付けます。2
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※左右対称に側板(左)にもピンとマグネットを取付けます。※同様に側板(左)にも締付け円盤を取付けます。
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側板×左右一組
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　マグネット
※金属がある方が
　前です。

この矢印を穴の
方向に向けます。

締付け円盤

使用ボルト

タッピングボルト〔3×12〕

上棚×1枚

下棚×1枚

扉×1枚

締付け円盤×12枚

マグネット×4個 マグネット受け×4枚

アジャスター×4個

金属ダボ×8本 木ダボ×12個
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中棚、背板を側板に取付けます。4背板に締付け円盤を取付けます。3

底板を取付けます。8

1 側板(右)に中棚を取付けます。

　中棚
※化粧面を前にします。

締付け円盤

底板
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側板(右)

側板(左)

底板裏面にアジャスターを
取付けます。5 底板上面にピンを取付けます。6 天板裏面にピンを取付けます。7

※穴が4つある方が裏面です。
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底板上面 天板裏面

ピン

後

上

前

後
後

上

上

上

2 側板(右)に背板を取付けます。 3 側板(左)を差し込み、締付け円盤を回して固定します。

底板を差し込み、締付け円盤を回して固定します。

この矢印を穴の
方向に向けます。

背板裏面

締め付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

締付け円盤

締付け円盤

上
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※角が丸い方が前です。

底板

底板裏面

締め付け円盤をプラス
ドライバーで矢印の方向
へ回して締め付けます。

締付け
円盤

背板

　背板
※締付け円盤がある方が後です。
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金属ダボ

電話台を起して天板を取付けます。9 上棚、下棚を取付けます。10

扉裏面にマグネット受けを取付けます。11 扉を取付けて完成です。12

天板を差し込み、締付け円盤を回して固定します。

※切り欠きがある方が
　後です。

締め付け円盤をプラス
ドライバーで矢印の方向
へ回して締め付けます。

天板

側板に金属ダボを差し込み、棚板を乗せます。
※上棚、下棚それぞれ高さを2段階で調節できます。

2 金属ダボに上棚、下棚を載せます。

※側板のマグネットに取付けます。

機器の収納やケーブルの配線時には
扉を簡単に取外すことができます。

締付け円盤

タッピングボルト 横から見た図

扉

マグネット受け

扉裏面

金属ダボ 下棚

　マグネット受け
※突起が扉側になるように
取付けます。

扉

使用ボルト

タッピングボルト〔3×12〕

上棚

切り欠きがある方が後です。

※金属ダボが差し込みにくい場合
はプラスチックハンマーなどで、
軽く叩いて入れてください。


